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的に生成するか，内在的にあとづける。（商品 aの所有者ではなく）商品 aそのものが〈商品 a＝
商品 b〉という交換関係をただ観念の上で思い浮かべる「意識」である。しかし「商品＝意識」は，










【商品 a所有者の自己意識（集合）《商品 a（要素＝集合）―［商品 b］（要素）》】
商品 a所有者は，《商品 bを交換対象（要素）として意識する商品 a自身》を自己意識の対象（要
素）として内包する商品（集合）である。商品 aの交換相手の商品 b所有者も対照的に，


















































































































































































Figure Ⅰ 商品（Ck, Cl）交換 Figure Ⅱ 外延のメビウスの帯
Figure Ⅳ メビウスの帯の画像Figure Ⅲ 内包のメビウスの帯
写真 メビウスの帯
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済的諸関係の全連鎖［tout l’enchaûnement des autres rapports économiques］に緊密に結び
ついていること，しかもこの関係は個人間の交換とまったく同じように一定の生産様式［un





























































よびその他の偏見に対立する実践理性の信仰として（als Glaube der praktischen Vernunft）
発展する。……全世界が［理念として］商品所持者の念頭にのぼるばあい，その崇高な理念（die





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（a）もし集合 SがMとすると，集合 Sは要素 non-Mを含むから，集合 Sは non-Mである。こ
れは矛盾である。


























































別的特殊的事実（every single particular fact）を記録することに成功し，種類・場所を問わ
ず個別的特殊的事実の記録漏れは一切ない，と。それでも，『自分が記録したこれらのこと




































































































































帰結である。こういう本質観である。本質（Wesen）は現在完了形（what has become ; das, was







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ビウスの帯［三次元曲面］》のトポロジーを前進運動＝還帰する主体＝主観と同じである。Cf. Uchida, Hiroshi, The Philo-
72
sophic Foundations of Marx’s Theory of Globalization, Critique５６，Volume３９，Number２，May２０１１.この論文は元々，
中華人民共和国上海の復旦大学哲学部主催の国際共同研究会「マルクスと現代社会理論」（２０１０年７月１７日）に報告さ
れたものである。内田弘（１９９６）「再生産形態としての価値形態」『専修経済学論集』第３１巻第１号も参照。
１０）Hegel, Rechtsphilosophie, Suhrkamp Verlag,１９７０，S.１０６.藤野渉・赤澤正敏訳『法の哲学』（世界の名著３５ヘーゲル），
中央公論社，２３９頁。









１８）Vgl. Kant, Kritik der reinen Vernunft , Felix Meiner Verlag，１９７６，S.３７６a―４０９a：中山元訳『純粋理性批判』光文社文庫，










２４）Cf. Clifford, A. Pickover, The Möbius Strip :Dr.August Möbius’s Marvelous in Mathematics, Games, Literature, Art, Tech-
nology, and Cosmology, Thunder’s Mouth Press，２００６.クリフォード・A・ピックオーバー著，吉田三知世訳『メビウス
の帯』日経 BP社，２００７年。前原潤『直観トポロジー』共立出版株式会社，１９９３年，瀬山士郎『［増補版］トポロジー』
日本評論社，２００３年も参照。
２５）Spinoza Opera , herausgegeben von Carl Gebhardt, Heidelberg,１９２５, vol.IV, p.５２―６２.畠中尚志訳『スピノザ往復書簡集』
岩波文庫，１９５８年，６０―６８頁。
２６）Cf. Spinoza Opera , vol.IV, p.５９.前掲の畠中訳『スピノザ往復書簡集』６６頁を参照。
２７）Spinoza Opera , vol.I, p.１９９.畠中尚志訳『デカルトの哲学原理』岩波文庫，１９５９年，１０９―１１０頁。
２８）Spinoza Opera , vol.I, p.１８７.前掲の畠中訳『デカルトの哲学原理』９２頁。
２９）この「使用価値と価値の二重の逆方向の運動」を想定し商品 aの価値を商品 bの使用価値で観念的・理論的に表
現するのが価値形態の第一形態である。交換過程論はこの例では運動全体を基本形態に実践的帰結を論じる。
３０）Vgl. Marx, Grundrisse der Kritik der politischen Ökonomie, Dietz Verlag, Berlin, S.１７８f. 高木幸二朗監訳第２分冊，１８８―
１８９頁を参照。






































































６２）Immanuel Kant Werkausgabe, Suhrkamp Verlag，１９７７，Bd.１，S，２１９―３９６.『カント全集』宮武昭訳，岩波書店，２０００
年，第２巻１～１７１頁。カントの天文学を含む自然哲学については，松山壽一『ドイツ自然哲学と近代科学』北樹出版，１９９２
年，同『ニュートンからカントへ』晃洋書房，２００４年を参照。
６３）Marx Engels Werke, Bd.４０，S.１８２.訳１３４頁，およびMEGA, IV／１，S.２３５.山中隆次訳『パリ手稿』御茶の水書房，２００５
年，７５頁を参照。
６４）Fenves, ibid ., p.４３３.［ ］による補足は引用者。
６５）Fenves, ibid ., p.４３４―４３５.





６９）Hans-Jügen Krahl, Bemerkungen zum Verhältnis von Kapital und Hegelischer Wesenslogik, in Aktualität und Folgen





７１）Vgl. MEGA, IV／１，S.１１１―１１７：cf. Marx and Engels Collected Works, vol.１，p５１０―５１４.especially p.５１１；Hegel, Enzyklo-
pädie，§２６９～§２７１：加藤尚武訳『自然哲学』岩波書店，１９９８年，上巻９９―１２８頁を参照。
７２）Fenves, ibid ., pp.４３６―４３７.
７３）MEGA, IV／１，S.１８９―１９３，Apparat, S.７５８―７６２.傍点強調は原文イタリック。







ので，マルクスはそうした考察を推し進めてはいない」と誤認している（Francine Markovis, Marx dans le Jardin d’Épicure,
Les Éditions de Minuit，１９７４.（小井戸光彦訳）『エピクロスの園のマルクス』法政大学出版局，２０１０年，訳８３頁，８４―
８５頁）。マルクスの「差異論文」の主題はカント・アンチノミーの問題軸である「有限・無限」をめぐる問題である。
マルクスが微積分に関するノートを取ったのも，その問題関心からである。
７６）Cf. Uchida, Hiroshi, ibid., p.２０５f. 興味深いことにラッセルは「空集合」を発見した１９０１年の前年の１９００年に『ライプ
















８２）Russell, ibid ., p.１６４.三浦前掲書１７頁。
８３）Russell, ibid ., p.１６４.同１８頁。
























８７）Werke, Bd.２９, S.５６１. 訳４３７～４３８頁。
８８）内田弘「マルクスになにが読めるか―〈偶然と必然〉・〈要素接合〉・〈振動〉・〈緩衝装置〉・〈理論と歴史〉・〈質料根源
論〉―」『理想』１９９９年，第６６２号を参照。









９５）Hegel, Phänomenologie des Geistes, Suhrkamp Verlag,１９７０, Bd.３, S.２３.樫山訳（上）３２頁。この核心部分［nicht als Sub-































１１０）アントニオ・ネグリが『マルクスを超えるマルクス』（Marx beyond Marx, Lessons on the Grundrisse, Bergin & Garvey
Publishers，１９８４（清水和巳・小倉利丸・大町慎浩・香内力訳，作品社，２００３年）で注目する「小流通」（MEGA, II／１.２，
S.５５５ff.『資本論草稿集』４４３頁以下）は，『経済学・哲学《第一》草稿』「疎外された労働」の賃金労働者の個人消費
生活過程の再論である。カント的にいえば，ネグリは賃金労働者が「根拠づけられたもの」から自ら「根拠」に生成す
る経路を探求していることになる。
『資本論』の自然哲学的基礎
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